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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
・今年度の看護グループ研修は、9月まで、対象者にメールで研修資料とミニテストが送信され、テストに答えて返信することで参加となる。研修内容一覧は相談室に掲示。

・救急対応の研修はDVDを利用し部署毎に行う予定であり、カンファレンス勉強会に取り入れていく。
令和3年度　第2回院内研修を下記の日程で実施します。

　日　時：6月22日（火）、23日（水）17:30～18:30
　場　所：メンタル3階会議室
　テーマ：｢最近の事故の傾向｣
　講　師:医療安全管理委員会　松村SGM
　
＜全体連絡＞
・7/2までに学術のテーマと、メンバーを蕨野さんへ伝えること。
・感染対策管理委員会より新型コロナウイルスの啓発活動としてWIZ掲示板と病院2階掲示板の掲載している為確認をするように。
・データベースについて

　新規利用者の日誌入力、メール作成に加え、デ－タベースの更新（氏名・病名・利用開始日）を行う。退所の方も同様で当日中にデータベースから削除する。

・7/5～8/27　東北メディカル学院から実習生あり。

指導者：蕨野さん　受け持ち：繁名　和恵様か鈴木　真知子様

・青風荘入居者様の事例検討を水曜日に実施していたが、プログラムと重なり参加が難しい状況であり、7月から金曜日で調整済。
・各受け持ち毎に精神科の入院期間と初回算定日のチェックとデータベースへの情報の入力を6月中に終えること。

・利用者様のコロナワクチン接種者リストを作成したので、各利用者様から接種についての情報収集・意向確認を行っていく。
· プログラムカレンダーへのテーマ入力、本日締めきり。

· 日誌の減算対象者の記載方法を検討する　

グレーの塗りつぶしは減算者　ピンクの塗りつぶしは今後減算になりうる利用者様

７月から実施していく予定。

＜利用者様情報＞

デイケア

・重茂　徳磨様　～66歳　男性　診断名：統合失調症。以前まで八戸赤十字病院へ通院していたが、主治医退職へ伴い、4月に当院へ転院。本日、受診後にデイケア見学を実施。スタッフの説明に対し、頷きつつ内容に合った返答をしており、理解は概ね良好。利用目的については、利用者ガイドを指さしながら「この人と上手に話せるようになりたいとか、集中力・持続力を身につけたいっていうのが当てはまってると思います。生きがいもかな？」と。自宅での生活を問うと、就労を退職してからは毎日数十分散歩をしたり、週2回銭湯へ行きリフレッシュしていると話す。移動手段は自家用車。今後デイケアを利用していくにあたり、希望曜日を尋ねると、「今、離職票が届くのを待っている最中なんです。届いたらまた、ハローワークに行って、事業所を何個か見学したいなと思ってます。こちらには通いたいですけど…」と。就労とデイケアを併用することも可能と伝えつつ、来週あたりに体験利用はどうかと伝えると「ちょっと、離職票届くまではなんとも…。」と話している。25日（金）に、スタッフより状況確認のため架電してもよいか問うと了承している。
・番沢　政勝様　～グループホーム世話人より情報提供あり。今朝の訪問時に、昨夜嘔吐したことを話していた様子。世話人が詳細を問うと、20時頃より具合が悪くなり始め、21時にも嘔気が続いていたため、自身で喉に指を入れ嘔吐。その後も数回繰り返している。少しスッキリした後、突然コロッケが食べたくなったとのことで、食べるが嘔吐したと。本日来所後に体調を問うと、「昨日のコロッケは丸のみしたかもしれない。それで吐いた。」と話している。20時頃の具合の悪さについては詳しくはわからないと。余暇時は普段同様に廊下ウォーキングをしながら過ごし、昼食は冷ややっこ、茹でた鶏胸肉、サラダとさっぱりしたものを摂取している。
ショートケア

・関原　紗奈恵様～利用日であるが、来所せず連絡もない為荷電している。母様が電話に出られ、今後は市民病院へ転院となる為デイケアも辞めたと思っていたとの事。本人、ご家族の意向で転院なのか確認すると「まぁ診察室で叫んでしまったりしたので。それと自宅からは市民病院の方が近いので。」と返答している。と他院へ通院中でも当館は利用できることを伝えると「いや。もう・・・けっこうです。今までありがとうございました。」と返答している。
デイナイトケア
・特記なし。
